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授業概要  

 

本講義では、ピンインを復習しながら会話と文法に重点をおいた基本の文型を覚えながら表現を学ぶ。聞く、

書く、読む、話す練習を繰り返すことで中国語の基礎力を身につける。 

 

 

授業計画  

 
第 1 回 第 10課（ショッピンクをする）、単語、ポイント：①数の言い方 ②形容詞文  

第 2 回 第 10課（ショッピンクをする）、ドリル、復習 

第 3 回 第 11課（おしゃべりをする）、単語、ポイント：①年月日、曜日 ②年齢の言い方 

第 4 回 第 11課（おしゃべりをする）、ドリル、復習 

第 5 回 第 12課（料理を注文する）、単語、ポイント：①量詞 ②動詞の重ね型 

第 6 回 第 12課（料理を注文する）、ドリル、復習 

第 7 回 第 13課（サッカーのチケットを買う）、単語、ポイント：①時刻の言い方 ②文末の“了” 

第 8 回 第 13課（サッカーのチケットを買う）、ドリル、復習 

第 9 回 第 14課（マッサージ）、単語、ポイント：①時間の長さの言い方②完了の“了” 

第 10回 第 14課（マッサージ）、ドリル、復習 

第 11回 第 15課（インターネット）、単語、ポイント：①前置詞“給” ②助動詞“可以”“能” 

第 12回 第 15課（インターネット）、ドリル、復習 

第 13回 第 16課（電話をかける）、単語、ポイント：①動作の進行を表す表現 ②助動詞“会” 

第 14回 第 16課（電話をかける）、ドリル、復習 

第 15回 総まとめ 

第16回 定期試験 
 

到達目標  

授業では、基礎となる発音のしくみと簡単な日常会話を確実に身につけることを目標としている。 

履修上の注意  

自ら積極的な姿勢で講義に臨んでほしい。学生の理解度や関心度に合わせ、授業計画を一部変更する場合が

ある。 

 

予習復習  

テキストの CDを繰り返し聞きながら発音練習と単語を書く練習をすること。 

 

 

評価方法  

授業態度 15％、課題 15％、期末試験 70％により総合評価する。 

 

テキスト  

・教科書名：『しゃべっていいとも中国語』 

・著 者 名：陳淑梅・劉光赤 

・出版社名：朝日出版社 2014年 

 

 


